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1.はじめに

20万分の1地質問幅「静岡及び御前崎』は産業健衛縫合研究所地質調査縫合センターの
『陸模地質図プロジェクト』の一環として編集されたものであり. 1976年発行の第1厭
{広川ほか. 1916) 1:次ぐ第2販に当たる.本国幅地域は静岡県の中・東部在中心とし，

図幅地域北部には山梨県の南部を含み，北西隅は長野県，北京都の--は神奈川県にかかる.

今回の改訂1:当たり.20万分のl海底地質困r.洞湾J (岡村ほか. 1999)及び同『遺州
様J (荒井ほか.2008)に基づ宮.北鱒34度30分以北の本図帽地域1:含まれる海域の地
質を値集して示した，瞳域の地質については主E文献に示す資糾に基づいて編集した.閏
幅地域東部に分布する第困紀火山岩については若干の野外調査とK-Ar年平匂圃定を実施した
語集に利用した資桝のうち.第1脹が発行された1916年以前に公表されたものについては
引用を最小限に止め，その多〈を創建した {杉山握ー}

2.地形

『静岡及び御前崎」地 はその中央に.河湾をかかえる.同湾内には.澗トラフが南北
に延び.その西側には右花満躍と呼ばれる高まりが存在する..荷湾の宵側河口を寵する

御前崎から轟川にかけての遣州樺北岸域には牧ノ原台地が広がる.圏直河湾西岸の大井川と

安倍川の洞口1:は扇状地が発達し.両川の上漉域に当たる本因幡地境北西部は，売蚕山脈
甫部かちその前衡の山々からな盈魯慢な山地である.安倍川の東側分水界をなす竃爪山地
は安倍・ーから静岡市街に接する感横山まで甫北に延び..縁壷糸魚川ー静岡構造線が遭遇
する.安倍川扇状地の東側には有度丘陵があり，その東側には三保の松原とV:C'有名な砂
州が発達する.酸洞湾具に自在転じると.富土山が裾を広げ.その南東には聾盛山が控え
る.富士山田西側には争ヶ岳.車迫田;篠井山なEからな.る山地と星山，前なEの丘

陵があり，その聞をぬって富士川が甫東に椀れ下り，扇扶勉を形成して胆河湾陀注ぐ 園

幅地域~t東部にほ箱根火山の西側山麗が含まれ芦ノ湖がわずかにのぞ<.箱根火山の甫倒L
書図刷輔郁には.主に火山岩の山塊からなる伊豆半島が甫に延びる半島先摘の捕

の東舗には相模様がのぞ<. (杉山雄一}

3.地質
3.1 地質概説

厳河湾を南北に縦断する園陸何トラフほフィリピシ海プレートとユーラシアプレートとの
ttみ込み境界であり.その酉緑豊限る海底逆断層隠密士川洞ロ断層帯に連続する 本閏帽
地域北東部1;1:.フィリピン海プレート上の火山性島弧(伊豆ー小笠原弧)のー揮である伊
立半島と本州孤との衝突境界に当たり，富土，箱根回開活火山.後期更新世まで活動した

愛底火山に由来する火山噴出物が広〈分布するー伊豆半島にもその北西軍在中心1:.通膚火
山，多賀火山などの第四紀火山に由来する火山噴出物が広〈分布する また本図幡地棋は，

西甫日:本外帯と剛部フォッサマグナとの境界塘に当たり，両者の境界をなす糸魚川+静岡
構造線よ唖酉側の図幅地域北西部は歯芳干帯1:属する，四万十帯は自亙紀から中期中新世
に形成された付加体から構成吉れ，より古い時代の付加堆積物ほど北西側に分布する.園
幅地城南西部の掛川から御前崎に重る丘陵には新第三配以降の前弧海盆ー斜面や陸掴の堆

積物{三笠層群，掛川層群など}が分布する.一方，糸魚川ー静岡構造線より東側の，甫

部フォッサマグナに属する富士川谷【松園. 1961)には，新第三紀以降の梅構充填堆積物
(11¥'土川屑群など}が分布する.駿河湾西岸の牧ノ原台地.北西岸の有度丘陵及び湾臭の

輔廊丘陵には，育大井川，台ヨ苦情川.吉富士川から供給された砂穫を主とする中・上郎更
新艇が分布する(杉山摩ー}

3.2 四万+帯
赤石山地の四万十帯構成贋は北東ー南西の走向をもっ由t東部に向かつて北北東ー南南

西から甫北の走向に変化する.この走向変化は赤石山地と陶東山地の基盤岩銅のハの字型
対曲構造の一部を反映したものである.この地域の四万十帯構成層は一慢に~t酉部では北
西または南東1:愈傾斜し.南部では北西ー酉1:傾斜する.岩相組み1';:わせと放散虫などの

化石年代か色，構成層は北西から南東に向かつて，赤石帯，白根帯，寸叉JH帯，天居帯，三
倉帯及び淑戸川帯にユニット区分され，各ユニット名に対応する地層名が付与されてUる

O包田町叫地凪d血1II， 1988~ 玄武岩.石灰岩及びチャートを除<.各ユニット構成贋
(砕屑岩)の年代は，重複はあるものの.北西から甫東に向かつて後期白亜紀の初期から

中期中新置と砦〈なる舗l図;村松.1986. 2001).赤石判事，白根帯.寸又川判事及び犬層帯
が困万十帯北帯.三倉帯と瀬戸川帯が阿南帯に当たる.赤宥帯除本国帽地域には分布せず.
その主要都は北瞬『甲府』園幅地域に含まれる.

白根周群，犬居届轟，及び三倉眉詳の一部(特にその分布域北部の地眉)は，泥質革質

中に砂岩岩塊が骨量在する混在岩{メヲンジュ)相を主体とする.白根周群にはチャート及

び石灰岩がシート状岩体ないしは混在岩中の岩塊として泥質基質中に含まれ.珪長質麗灰
岩周が頭集に挟まれる.白根肩書草分布域の南部E挨まれている石灰岩は三畳犯のコノ Fン
ト.チャート隠ベルム記やジュラ肥の放散虫化宥を産し.秩父帯起源と考えられる{伊麗.

1982 ;村松.200ω. また.砂岩組成の類似から砂岩の一部は赤石層群起源と考えられる
{公文・川端.1986).犬居周群には少量の緑色岩が岩塊として混入するが，チャートは含

まれていない.との混在岩は.ttみ込み帯のデコルマン面で形感・付加された構温性メラ
ンジュと考えられている (K回目 .t瓜.1991).三倉厨群の混抱強は砂岩泥岩互厨起源で，
緑色岩宇チャートの岩塊は含まれていない.
寸又川眉群但大部分と三倉層群回一部(特1:分布域南部の地層}はターピダイト起源の

砂岩泥岩互層在主体とし.l!岩層を伴う整然層である.寸又川層群は，北西部に分布する

泥岩優鯵な逆相内川聞と南東部に分布する砂岩優艶な脅変盤山周に分けられ，後者の方が

やや時代が若い(第1困:村松.1990) 岡屑群にはチャート様の珪長賞凝灰岩が頻繁に挟
まれている 三倉層群の整然屑泥岩からは深海環境壷示す台第三紀{恐ら〈始新世)の底

生有孔虫化石を産し{杉山・下川.1990;加藤ほか.1991など).その上位の盤然周からは
北部九州の漸新艇と共遣する貝化石 α白皿lIIla凪 1966なめや漸新世及び前期中新世田

放散虫化石(盤砿 1988なのを産する 寸又川層群及び五倉層群の盤然相弘海溝充壊
糧積物及び前弧海盆を含む海溝陸側斜面の堆積物と推定される.

瀬戸川帯は，西から瀬戸川，大井川，竜爪のBサプユニット1:細分されa 各サブユニット
構成厨は漸戸川属群.大井川厨群.竜爪層群と呼ばれている(杉山.1995)ー編戸川層鮮は
主に砕屑岩からなり.玄武岩，右灰岩.チャートを伴う.サプユニット西部1:肱緑色凝灰
質泥岩が分布し，蛇紋岩化した題苦鉄質岩銅の貫入岩体が存在する.笹山付近より北では

西録の笹山構造組に沿って玄武岩ハイアロクラスタイトが分布する.瀬戸川サブユこット
には西に傾斜する覆瓦構造が発達し.5つ程度の衝上体が推定されている.玄武岩.石灰岩

及びチャートは衡上体基底部に存在するほか，砕屑岩中の構造性及び堆積性の岩塊として
も分布する.
大井川眉群は砂岩泥岩E置と泥岩を主体とし，大井川南岸に分布する女神層は碩盤石灰

岩を含む.砕屑岩中には瀬戸川層群起源の玄武岩，石灰岩.チャートなどの岩塊が含まれ
る.安倍川甫岸の商草山付近には主としてアルカリ玄食岩からなる商草山火山岩が砕胃岩

層と重合に分布する偲知llA'"叫 1981;W;由国民国!d帥na， 1983).貸借川東岸と商草
山周辺に1;1:1'レライト及び斑れい岩の貫入岩体が存在する.本国幅で阻これらの貫入岩を
竜爪層群に含めた.
竃爪層群は主1:漉紋岩.デイサイト.アルカリ玄武岩からなり，施故岩は地蔵峠付近の

竜爪山地北郡に 巳J布し，デイサイトは竜爪山地中南部と安倍川甫岸に分布する.アル
カリ玄武岩は主に崩瀧岸付近に分布し，位状構造が兜遣する椿岩を主体とし，粗面玄武岩

及び粗函岩を伴う.これらの火山岩績は，石英閃緑岩. "レライト.斑れい岩などの貫入
岩に貨かれる.
制戸川層群の石灰岩，チャート，砕周岩からは，それぞれ中期始新世ー前期漸新世，揃

新世ー最初期中新世.前期中新世前菜の放散虫.浮遊性有孔虫.宥灰質ナンノ化宥を藍す
る.大井川層群及び竜爪層群からは前期中新世から中期中新世初頭の徳化石在庫する(茨

木 1981a;加離ほか.1992;中森ほか.1991など).
とれらの四万十帯の各ユニット・サプユニットは付加体に特有の績定性逆断周により境

されている.但し.阿帯東部地域でユニット・サプユニットの境界をなす井/11-大唐松山
断層，十枚山断層.南部フtッサマグナとの境界をなす糸魚川ー静岡構造線などの南北性
断厨は.本州弧と伊豆ー小笠原弧との衝突の前面にあった岡万十帯が北方へ屈曲するのに

伴って.前一中期中野世に形成宮れた左横ずれ成分を持つ断層と考えられる(!Canoand 
MB:凪組曲na.1988). これらの断層については.付加時に形成された縦走断層がこの時期

に再活動した可催性がある.笹山構造線の一部や糸魚川ー静岡構造線は中新世以降にも逆
断層として活動したが.後期更新世以降に活動した鉦拠隠ない.

{狩野謙一・村松武・杉山雄一)

3.3 掛川ー御前崎地織の新第三系ー中部更新統

掛)1(-御前崎地域防耐る輔ヨー中鞭蹴は，下位より，三笠瞬.搭良風

掛川周群及びf霊周群に区分される. 特司

三笠層群(氏家'.1958;斎E凪1960)は倉真層群と西郷厨群(横山.1961など)を合わせ
たものに相当する.岡層群は掛川市街北方の山地・丘陵ヒ分布し，三倉周群及び瀬戸川層
群を傾斜不聾合で覆う.産出する!!I遊性有孔虫化石(氏家・井ム 1980:Ibar出.1986な
ど)から.その地積年代は前期中新世後半から中期中野世初頭であり.大井川層群上部宇
竜爪層群と同時代である.三笠置曹の上部には，珪長質.灰岩唐古官接まれ.同居中には超

音鉄貧岩及び苦鉄貧岩の砲が含まれる(下川・杉山.1982).三笠屑群に1;1:北東ー甫西方向
の輸を有する鰻やかな欄曲構造雪発達する.大井川北岸の島岡市相賀付近の笹山構造鎗沿
いに分布し.主に砂岩からなる荷量υ眉 ωa国lIIlO句 1964)も三笠眉群に含めた，
相良層群は大井川右岸田康阿梅沿岸かB御前崎西方自遠州麗沿岸にかげての丘陵区分布

するー本層群は主に砂岩泥岩互圃と泥岩からなり.積算周厚は1.500mミ遣するー多数の火
山灰層を挟み.分布城北却では泥岩とともに穫岩が卓歯する.掛川市総付近には満水層

と呼ばれる泥岩厨が分布する 満水屑についてt.t.相良層群の西方延長とする考え方と周
囲に分布する掛川屑群の砂岩泥岩互周の同時易相とする考え方があるー本圃帽でほI同四.ki
(1986)の浮遊性有孔虫生唐序に従い，湖水層を相良眉群に含めた.相良周君曜の年代は中期

中新世の後期から前期鮮新世に及ぶ.相良層群には女神背斜，比木向併などの北京一甫酉
ないし北北東一甫南西方向の栖曲が発達するー

掛川周群は相良眉樽を一陣不聾合で覆い，掛川市街付近から菊川擁檎を経て，般ノ原台
地を聞析して厳河湾に注ぐ萩問川や腸関岡川の上t車場(女神背斜酉翼}に分布する.本層
群は砂岩泥岩互厨と泥岩豊主とし，分布域の北限付涯では膿岩や砂岩が卓自書する，最大積
算眉厚は3.000ml:遣する.掛川周帯には多散の火山灰層が挟まれており.星口ほか

(1996. 1999)などによって広場テフラとの対比がなされている.広積テフラとの対比や
浮遊性有孔虫生周序 oba四ki1986など}によると，掛川層群の年代は前期鮮新世の5-4
地から前期更新世の1MB:1頃1:及.&:.掛川眉群には南西に聞いた半向斜状構造が発達し，同

構造東甫歯車の地層は北西ないし西南西へ.北西俸の地層は甫置ないし甫甫西に緩〈傾斜す
る.

小笠層群は掛川南方の小笠山丘陵や南東方の南山丘陵1:分布し，中礎ー大穣サイズの礎
層を主体とする.全体の屑厚は400m程度に逮l，.，厚吉20m以内の砂・泥層を数枚挟んで… いる{石困ほか.1980l小笠山丘陵北東部の 井寺付近や甫山丘陵に分布する本層群下部

は，下位の掛川周群に傾斜不整合で重なり.海底チャネル堆積物であると考えられる.一
方，小笠層群上部阻扇状地位デルタの堆積物と指定されているぼ麗 1985).小笠層群の
年代は.植物化石や台地磁気などから，ハラミヨイベント(1.07-0.99MB)から中期更新
世の中頃までに及ぶと推定されている{右囲ほか.1980)，

{杉山雄一-水野清秀)

3.4 富士川谷の新第三系
納嗣 "CCA.t.. 

. 山地及び天守山地を含む官土川谷(松田. 1961) の新第三~t.t.分布の西録を糸魚
川ー静岡構造線(小淘沢一静岡衝上}により限ち札.録は図幅地域北部の芝川上演域で
富士火山の噴出物に植われる.芝川中涜械から・潤湖北停の由比にかけては.富士川洞口
断層帯の芝川断層とその南方延長の入山断層によって，羽鮒丘陵及び清原丘陵を構成する

更新鋭と接する.富士川谷φ新第三系はすべて満成層であり，地置の厚さの黒断は7.000m
を越える それらほ下位の西八代膚群と上位の富士川周群に分げられる(松凪 196n西

八代層群の時代は中期中新世.官土川層群の時代隠中期中新世から鮮新世に及ぶ.
酉八代周群は外洋性の泥岩と海底噴出の玄武砦・石英安山岩の熔岩・火砕岩かちなる，

富土川の酉舗でほ身延衡上の上盤に東側では宵斜構遣の軸慨に信幽する.模式埴(r甲
府』園帽の島建地調むの泥岩から中期中新世の浮遊性有乳虫垂産する〈属国ほか.1981)， 
富士川周群は古畑岩類1:由来する砕屑物と安山砦質火砕岩からなり，富士川谷ではS凶の

大郁分を占める砕屑岩陪主に砂岩泥岩互屑であり.上部にほ機岩が多い.火砕岩は主1:
旗灰岩と凝灰角榛岩であるが.その多〈陪講座士石境地積物である.第2園1:両厨群を構成
する主な層(累眉}・郁層とその概略の地質年代を示す.富士川周群は最下位のしもベ層
(Fはその上位の身延眉及び相又層(F2).最上位白浜石岳肩口F3)に三分される.との

ほか，酉録も東.も断層で区切られている静岡層があるが.輩出する徹化石(Ibarald.

1989)や岩石学的特徴から，富士川層構中旬(F2)に対比される，なお，上配のF2の各

屑の下郎には，時代的にしもぺ屑相当屑が含まれている可構准があるが.全体をF2とした
浜石岳厨は礁岩を主とし，輿II!川地域に広〈露出している.大塚 (1944)の和田島厨群.
清見寺眉.. f]、胃内{泥砦}周も.杉山・下川 (1990)及び柴 (1991)に従い，浜石岳
層(F3)に含めた.

富士川谷の新第云系の構造は揮して酉傾斜で，祖教の西傾斜の逆断層といくつかの槽曲
を伴って強〈変形している.楢幽構造は離して南北の輔を持つが，そのほかに南西へプラ

ンジする北東ー甫西方向の禍曲が寓土川谷の中 ー東部に発達する.それらは甫北牲の衡上
断層に切られている
富士川谷を含む南部7ォッサマグナでは，中期中新世1:逮F宇佐箆岩の堆積とソレ7イト

貿玄武岩及び石実安山岩マグマ白梅底噴出が続いていた.現在.それら田章積物は御坂
量虐・145!などの各山地に露出し，それぞれ酉八代層群，巨摩層群，丹沢層群などと呼ば

れている 中期中新世の終わり頃 (12MB:駒から.大量の陸榎砕屑物がターピダイトとし

て運び込まれ，宮土川層群崎績が輪車った(執 1986;松岡.200η 火師動t>:bJv
ク71レカリ質の安山岩に変わった(樹又厨など.島樟ほか.1983)，中新世末期には閃緑岩
顛の挫入(佐野川岩保大掛川岩体など)があった俊島ー加麗.1980).
後期中新世にほ，御板山地から官土川谷東部に東西ないし東北東一西南西方向田槽曲構

造が:o;長した，後期中新世の地層はその槽曲の向斜部で厚〈背斜都で薄<.その時代に槽

幽の成長があった.それに伴って，御坂山地の西八代層群は陸化して浸食され，宮土川谷
の北鯛郁では寓土川層群J:傾斜不整合{手打沢不整合)で覆われた.しかし，官土川谷の
大概分はなお漂い海底にあり仏凶noto.1991).鮮新世中頃まで周辺山地から大量の砂・ー
を受け入れたほLlIl硲岩・曙碩岩・)11合野擁砦などk とれらの粗粒慣岩を最後に海は富士
川谷から退宮，甫郁フォッサマグナは後期鮮新世には，足柄帯【足柄周群分布均的とその
酉への延長に当たる蒲原ー羽僻丘陵地域を残してほぼ全域~I陸化した



鮮新世(特にその後期}以降.富士川容の地層の冒への傾動と南北方向の楢幽形成，及
び西傾斜の衝土断層群が生じた{小棚択+静岡衝上，身延衝上など). ;::れらの衝上断層の
うち，少な〈とも身延衝上のー郁は，後期更新世以降にも情動している活断層である(情
断層研究会値目 1991).富士川帯にお貯る鮮新世以後のとのような南北住構造の形成は.己
の地域の著しい東宵圧縮(ないし北宵南東圧縮)を意味している.その原因ほ，伊豆

小笠原磁の南部フォッサマグナへの接近・衝突に帰せられている(杉村.1972; Ma凪lda.
1978; N百回E祖国叫Ak!凶.1985などl

(松田時彦}

3.5蒲原ー羽鮒丘陵及び有度丘陵の下部ー中部更新統

蒲原一羽鮒丘陵に分布する下部ー中奮更軒続は，蒲原.周..IJJ所書眉，岩調火山岩類，

鴛ノ回..(y町四国凪 1992など〉に区分される.集ほか (1990)は己れち一連の地膚

を庵原厨群と呼んでいる
蒲原義層及び別所礎眉は，それぞれ富士川右俸の蒲原丘陵と左摩倒の羽鮒丘障に分布す

る前期更新世の中横サイズの積層を主体とする地膚であり.厚さ600rr以上に及ぶと措定吉
れる.その上位に重なる岩淵火山岩類とは一部指交関係にあり.よ鶴の構成シルト屑中に

は房鎗半島上鎗層群国本層に接まるKu6Cテフラに対比古れる火山灰層を撰んでいる(水野

ほか.1993).
岩棚火山岩韻陪睡上に噴出した安山岩玄武岩質熔岩と凝灰角穣岩垂主体とし，下部に

はハイアロクラスタイトキ水中権積の穫灰角礎岩が挟まる.K-Ar年代はおよそ1.1-0.6 
h 古地磁気は下部が逆帯磁.上部は正帯磁を示し，前期更新世から中期更新世但初期に
及ぶと推定される{梅野・大本 1989;山本・島忠 1999;水野ほか.1992などk静岡市
清水区輔原字善福寺付近の玄武岩寅安山岩溶岩から約1.1-1.0Ma，阿区蒲原中の大丸山の

デイサイト質溶岩戸ームから約0.88地，芝川町の森山付近に分布する玄武岩貨安山岩溶岩
から約O邑8MaのK-Ar年代が得られている{石塚・及川.2008)ー
漉ノ閏贋層1:1岩淵火山岩績とー官官指交関係にあり.主部はその上位に盆な畠，中模ー区

積サイズの礎屑を主体とし，層厚200m以主に遣する.シルト眉を歎周準1:挟み，海生貝化

石のほか.植物化石，咽乳顛の化石等を産するー房槍半島長南層ー笠蘇属中のα12及び
Ks18テフラJ:対比される火山灰層糾曜まれている(久保困.1978;柴ほか.1992;;水野ほ

か， 1993など).興事事川右岸の高棋山西方の山積+山胞には，主として中暢 匡磯サイズの
河成模厨からなる笹野峠礎厨{柴.桐湾問研グル}プ'.1986)が分布する
有度丘陵の南郡及び東自置には根古屋眉が分布する.本層は最大眉厚35-65皿の3眉のく

さび状の蘭層を挟む様成混層からなり(近麗.1985)，全体白層厚は200mを超える.貝化
石群集の解析から.現在の.河湾のような急課の滞の何日近〈の埴積環境が推定されてい

る自{OOd凪 19861北昼ほか(1981】は古地磁気及び徹化石の検討から.根古屋眉の堆積
時期在日.44-且27Maと指定している.根古屋屑から1:14屑ほどの火山灰層が報告されてお

り{近嵐， 1985など).とのうち， Ng-1火山灰層は大医厨群の八回火山灰層J:対比される
{水野・吉111，1991).東名高速道路糟水インターチヱンジ付近の小丘陵帯には主として標

層と泥眉からなる嶺層が分布する.時代決定ビ有劉な化石や火山灰層は発見されていない

が.根古屋層に含めた.
b水野清秀・杉山雄一・右塚治・及}I晴樹)

3.6 伊豆半島の新第三系

伊豆半島地域の新第三系は，第l服地質闘で除.下位から栂タ島眉帯，自演層帯に三分
されていたが，本国幅では前一中期中新世田植積物・火山岩を『仁科層群」 笹谷・沢村.

1965).中期中新世ー鮮新世〈一部前期更新世}の堆積岩・火山岩を r57島層群及び自涙

周群』とした.
今回の改訂に当たり.火山岩頭のK-Ar及び岨'Ar/"Ar年代測定(石塚・及川1.200ω，凝

灰岩類及ぴ安山岩ー棟紋岩質構岩の7ィッショントラック (FT)年代測定(及川・石塚.
2008)とu-pt埠哨測定{容ほか， 2008) 甥 3図L並びビ徴化石分析ほ川・右足 2∞8)
在実施した.本国帽の層序区分は，とれらの劃定・分析結果を既存自彼化石年代(茨木，

1981b;岡国.1987など}とあわせ，信頼できる客観的な時間軸を導入することにより層
序区分の整理を試みた結援に基づく.

仁科厨群(Ns，N:心は，水中前草岩及び火砕岩鋼とそれに挟まる凝灰質砂岩(Na)，及びそ
の周回に分布し.小山 (1986. 1988)が撮ヶ島層群桜困層とした砂岩.泥岩及び凝灰岩
(Ns)からなる.Naの上郡から輩出する石灰質ナンノ化石はCN3帯 (17.5-1ι9MB)を

示し，桜困層からはCN4帯 (15.9-13.9M坊の石灰質ナンノ化石在庫する.とれらの地層

は伊豆半島の値の地周に比べて有意に古い.

副量ヶ島層群及ぴ白浜贋群(SB，臼， Sr)院時代が憎ま同じであるととからー婚して示す.
玄武岩+安山岩質の熔岩(一部貫入岩壷含む}及び火砕岩(ぬ〉と.経石賀凝灰岩，班灰
寅砂岩.泥岩，贋岩などの堆積岩 (88)を主体とし.デイサイトー涜紋砦賓の火山岩類
{一価貫入岩を含む) (Sr)を伴う.図示しなかったが石灰岩の小岩体も含まれる概ね

海域で噴出・地積し.伊豆半島南婚都白梅岸斡いでは高角の岩脈や火道角轟岩が観察され，

海底火山の噴出中心が..芭れる白匂:no， 19891両眉詳の中で最も古い時代の地周は，伊

豆市修普寺付近の狩野川及びその支擁域に露出し.11-7地の年代償及び微化石群集が得
られている.松崎町寅方の那賀川流域に分布する緑色凝灰角棟岩〈ジルコンu-ptメ肖t:7.3 
Ma)も同時代の地層である.とれらはいずれも第1版では鶴ヶ島周群とされていた地層で
ある.同居群回大部分は5.8-2-2胞に形成され.主に伊豆半島南部から半島北端部町内補
地域，狩野川涜域及び沼樟市の香貫山から鷲頭山に至る山地に広〈分布する;::の中には

従来の語タ島眉事様式地の禄色.灰角慶岩{ジルコンu-pt洋代・4A'Dωも含まれる.河

樽町北方に分布する安山岩質檎岩及思腫石質凝灰岩(sa.Ss:第1般で砥湯ヶ島層群に区分〉
は1.6今日血(ジルコンFT年代)，重量見周辺の恒石質輝灰岩 (88)は2.13争1.62Ma(ジル
コンU-Pb年仰の年代値を示すため.-i車前期更新世のものも含まれる.
伊豆半島中郁では鮮新世の玄武岩安山岩質田博岩及ぴ火砕岩からなる陸」ヒ火山噴出"

が臨められ.それらを天子火山噴出物及び狩野安山岩煩など(Pa)とした 土肥南方に分

布するふ噛 帥蝿t糊.1955)もそれらに含めた糊安山掛から3.0:凧天子
火山噴出物から2-団地，小下回安山岩書置から1.6-1.5Maの年代が特られている.

前期更新世の貫入岩む司は.主忠商方.米崎の溝岸沿いのデイサイト賃貸入岩 (0.97
地.K-釘年代)..見周辺の極右賀直灰岩に貫入する流敏岩寅火山岩などであ畠，

{石塚治・及川輝樹)

3.7 伊豆単島の第四紀火山噴出物
伊豆半島の第四紀火山噴出物J:，150 -30万年前に活動した主に玄武岩+安山岩質の成
火山体聖形成する氷山由来の噴出物と，主にそれより若い単成火山(東伊豆単成火山群，

莫様両スコリア丘.爾燭火山〉の噴出物に大別される〈新妻ほか.20061 とれら火山は主

に陸よで活動したものである.なお活動年代は，主に石.・及川 (2008)に基づき.
陶 n田，ka'"叫 (1982.1988).早川・小山 (1992).小山ほか (1995).奥村ほか (1999)，
Ozaw盟国叫包ω4)をa降服した

細川体には蹄火山 aa:1.4刷醐火山町:1.2Mω 馳火山肌:
0.93-().86Ma). ".s:A蹄火山〈白:0.7Ma).逮廟火山江祖:凪7Ma).宇佐美火山氏Js・0.7
地J.井岡火山阻:0.6M国u.大瀬崎火山 (C厄:O.5Ma).多賓火山(Tg:1-0.35地J及び
天枇1(山仏血:o.6B-().27M械が含まれる.

単成火山については.岩質によりアルカリ玄武岩及び玄武岩ー安山岩{皿〉と涜紋岩

(v，p)に三分した"玄貢掛貴の火山が多いが，カワゴ平火山のように擁紋岩質マグマを噴
出した火山もある.石廊崎付近の甫崎火山 (0.4Mωはアルカリ玄武岩を噴出したととで
知られる 14c年代測定値が得られている火山としては.鉢ノ山 (28.8ka).登尾甫
(21.8ka).カワゴ平 (3.1ka)がある.

3.8 箱担火山及び憂慮火山
3.8.1箱根火山

(石康治・及川輝樹)

箱根火山は.中期更新世から現在まで精勤している火山であり，大曹〈外槍山と中央火
口丘の活動に区分される〈日本地質学会偏.2007).本図幅北東端1:は箱根火山の西側山体
回一部が含まれる.この西側山体は，外輪山 t久野 (1972)の古期外輔山)の噴出物であ

る玄武岩ー安山岩溶岩及び火砕岩(Ha: 0.36 -0.23M心，デイサイト-1Jl紋岩の火砕権
積物(Hp:主に東京極石流堆積物.65-60凶及びカルデラ内の岩屑なだれ堆積物任制:

3凶から構成される(.石塚治・及川輝樹)

3.8.2 憂慮火山

第1版地貧困では古期玄武岩類と新期安山岩舗の2つに.由井.井 (1989)は不整合関

係と岩賓の遣いにより4つの活動期に区分した.今回の改訂では.由井・薗井 (1989)の

旧期.中期及び新期を玄武岩ー安山岩溶岩及び火砕岩仏s)としてまとめ，最新潮のデイ
サイトー涜紋岩熔岩及び火砕岩(Ap)とあわせて2つに大別した.K-Ar年代測定壷実施し
た結果{石塚・及川.2008). 由井・聾井 (1989)の旧期から且18-0.14地，中期から0.1
泊，新期から0.1-0.08Ma，最新期から0.08胞の年代値が得られた.との結果から，従来

考えられていたステージ関田明隠な時間間聞は存在しなかった可飽性が高い.また憂慮火
山の活動時期は.富士火山の釦期の活動及ぴ箱榎火山の活動と重なる，

(石縁治・及川輝樹)

3.9富士火山
本国幅増壌韮東部には富土火山の山体南半分が含まれる富土火山は，山体北京郁に位

置する先小梅i火山〈中国ほか.200η 及び小御岳火山を覆っτ.およそ10万年前から複
数回の山体崩躍を起こしながち成長した玄武砦賓の成層火山である.山頂だけでなく，多

〈の山鹿火口から噴火が起きている.火山噴出物は主として玄武岩溶岩と火砕岩からなる
t樟昆 1971~ 樟屋 (1968) は.富士酉麓の層序に基づき， 富士火山を台書士火山と新宮

士火山に分類した.一方，町四 (1977)は.テ7ロクロノロジーから，古富士火山と新宮
土火山旧期を古期富土火山，静種期を示す富土黒土居を挟んで，それ以降を新期富土火山
と定着した 前者は山元ほか α00η の星山期と富士宮期比，後者は須走期に対比される

富士火山の西植では古富士火山からもたちされた多〈の火山性泥擁堰積物が厚〈糧積し
ている 古宮土火山{星山期j末期の紀元前18.000年頃に隠闘賞湖岩屑なだれが発生した
との地積物は本図帽では官士火山酉麓の官士宮市に宵富士火山の構積物豊被って分布する，

新富士火山初期(富士宮期)の紀元前15，00(}年頃から紀元前6，000年頃には.山頂噴火と山
鹿噴火によって多量の玄武岩寅溶岩波を噴出した(宮地 1988). これらの熔岩涜のうち，

酉董から甫賞のものは富士宮市から富士市に広〈分布し，東置の槽岩械は三島市まで到達

している.静種期の後，紀元前3，6ω年頃より活動が活発となり，降下火砕物と溶岩波を噴
出した.宮土火山東麓の御殿場市から小山町には多くの降下火砕物が権積している.紀元
前1.500年頃から紀元前200年頃には山頂での爆発的噴火が卓越し.しばしば火砕演が発生
した t土杉， 1990;y，町田rnotoeI品.2(}05).紀元前1，0(}0年頃には御巌場望号屑なだれが発

生した〈宮地ほか.2004など). ;::の培績"は御殿場市の大部分に分布1..-，二次的な泥流堆
積物1:1三島市及び沼樟市まで到達してHる.
紀元前300年頃以降は山胞においてのみ噴火した特に酉層80(}-1，000年頃には多〈の

割れ目噴火が発生した(山元ほか.2005;高岡ほか，.2007;高岡・小林2007; Kol:Ja.y&剤
師 瓜 . 2007).最後の噴火は1707年J:南東山腹で起きた宝永噴火である〈宮地・小山.
20071 との噴火は東寵を厚い降下火砕物で被い.康量呼植に大きな被害を与えた.富士火山
田商麓には大沢崩れから供給される火山麓扇状地堆積物が発達し，砂防ダム田建設が進め

られている.富士火山では近年，低周波地震が多発し，ハザ-J<マップが作成吉れた{内

聞府，2004)，
(高回帰

3.10段丘堆積物，斜面胤織による堆積物及び沖積層

牧ノ原台地からその西方自粛川涜域や甫方田御前崎にかげての地域には重量段四段丘が広
〈分布する.また，有度丘陸にもItOl:の段丘が発達する.このほか，大井川，安倍川，興

樟川.富士)11.狩野川などの流域に数段の段丘が小規模に分布する.牧ノ原台地と有度丘
陵では.広域火山灰層の発見や構成層の絶対年代測定なEにより.幾つかの段丘の形成年
代舟S明らかにされている(K;tan四百師a1，2005;北里・新井'， 1986;杉山ほか'.1錦 8など1
本図幅では最終問氷期に堆積したと考えられる段丘構成層を中位段丘堆積物とし.それよ
り古いものを高位段丘培積物とした.また，最終氷期に{一部は完新世に及んで〕形成さ

れたと推定される段丘困轟の構成唐を低位段丘堆積物とした更に完新世の旭鷲変動と
関連して形属されたと考えられる段丘の構成周を憲新世段丘堆積物として示した

高位段丘埴積物(血}としては.大井川下l!II右岸の垣邸付近に分布する坂部原慎層.有
度丘陵陀分布する組出闘などがある.前樹立故井川Iの扇状地味積物.俊樹立古安
倍川白磁寅デルタ但堆積物を主体とする.久笹山翻層田堆積年代については，単体サンゴ

化石のワラン系列年代から.中期更新世末(梅帯睡素同位体ステージ底的と推定されてい
る(Kj回E町漫画叫句 2005).

中位段丘堆積物のうち，牧ノ原台地から菊川椀域及び御前崎にかけての地域に分布する
ものについては中位段丘1地積輸出1)と同段丘2地積物(町12)に細分した.前者陪杉
山ほか (1988)の牧ノ原段丘.穂居段丘及び笠名段丘の構成層及びその相当唐で.海洋酸

素同位体ステージ5e-5cの堆積物である.侵害は御前崎段丘{姦7ージ5心の構成層，及
びZれに概ね対比される大井川下流右岸の益南西や菊川涜域のよ.ii面{長岡.1998)な

どの構成周である その他の地域に分布賞品中位段丘堆積物は中位段丘l堆積物J:ー搭し

た との中にほ，有度丘陵に分布する草薙泥屑及びふH量破屑(上部に伽Pm1テフラを挟
む}が含まれる とのほか，竜爪山地の東西両山腹の小起伏商や富士川支流の梱士川涜捕
などに肱.最終間氷期ないし最終氷期の斜面崩填による岩屑堆積物(d)が分布する.

低位段丘堆積物 (ω は菊川涜成大井川中続域，有度丘陵北西風興樟川涜壇.富士川
涜域，狩野川漉域などに分布する.完新世段丘培積物証王〕は富士川下涜右岸の岩測周辺
や由比付近(国土地理院 1981;山崎ほか'， 1981;y，町田盟国， 19骨'2)，有度丘陵東縁{松原，

199η 及び御前崎付近{坂本ほ仇 1978;吾妻ほか，.2005;1蝉原ほ恥 2∞η に分布する.
完新世段丘の分布は悟断層及び後期更新世以降の傾動由起が隠められる地域に対応してい
る安倍川の歳上司E械には大谷崎の崩壊による岩肩流堆積物(ho)が段丘状に分布する
〔町困， 1959;盤設省静岡河川工事事務所.1988).大谷崩の最新の大規捜崩壊は1707年
の宝永地霞によって引き起こされた可能性が商~， (土.2001など1
神積層としては，大井川.貸借川及び富士川下揖械に，砂標眉を主体とする大規績な扇

状地あるい阻網状河川の堆積物が分布する.また，伊豆半島を除〈太平洋沿岸域には広〈

砂州がみられ.特J:沼棒市街地から因子の捕にかけての海岸，清水市街から三保松原にか
けての地域.大井川洞口南西岸域，遠州灘沿岸域J:顕著である.遠州灘沿岸には砂丘が発

遣い風成砂が分布する.大規模な扇状地と砂州の聞にほ，比較的緬粒な堆積物かちなる
氾橿原・後背湿地権積物が見られ特に愛嵐山甫賞に広がる浮島ヶ原で陰湿地堆積崎市湘



長〈分布する.菊川涜域，甑戸川水掃の下擁槍，狩野川の中・下擁械などには，砂質の堆
積物を主体とする自然堤防の徴高触が見られる.紳積層の厚さは大井川.安倍川.官土川
の下流域ー河口部などでは100m以上に遣するところがある.そのほかの沿岸の低地でも層
厚30m以上に遣すると己ろが多<，民化石を含む構成砂泥層が挟まれている(国土地理院

1981 ;松原，1989;Yama皿ld.1992などk
(杉山雄一・水野清秀)

4.海域の地形と地質

本圃幅の海域には.フィリピン梅プレ]トとユーラシアプレートの沈み込み境界ビ当た
る聡潤トラ7が発遣い伊豆半島側斜面と静岡側斜面に分けられる.

主25半醐斜面に分布する地層は.顕著な齢平坦面を墳として.下位の音曹基盤及び
層群とそれらを不盛合で覆う加茂神層群に区分吉れる{岡村ほか， 19991 膏・~盤

は内部構造泊t不明瞭で~~が，断片的な反射面が留められるととがある.伊豆海脚を構成
する音響基盤として.石廊海底浴餌の斜面から火山岩が採取されており， 4.75土O，06Maの
年代が得られている，土肥沖肩書需は音響基盤の不規則な凹地を埋泊るように分布する，加
茂仲周群は音響基盤及び土肥仲層群を侵食する不整合面を覆う堆積物で.プログラデーシ

ヨンパターンを持つ地層が積み重なっていることから，第岡系と指定される.
伊豆半島の石廊崎紳では，音響基盤を不盛合で覆って，高調層群及び高額火山岩が分布

し.石廊崎沖周群が更にとれらを不整合で覆う 高頭層群と高潮火山岩は岡崎易相の関係
とされている(岡村ほか， 1999)，高編火山岩の岩石館料としては.石廊崎の南東約35km
{本圃幅外)にあるヒョウタン潮付近において，安山岩溶岩，軽石賀凝灰告白火山角碩岩

などが採取されている.火山岩額四放射年代から，高額層群及び高額火山岩は最」ヒ郁僻新
紘一下部更新統と推定されている.

伊豆半島側斜面には圃著な断周及び楢曲は隠的られないが.浸食平坦面の深度が水深

1，00白nif超えることから.フィリピン梅プレートの沈み込みによっ'て大宮〈沈降している
と推定される.
静岡側斜面I;l:，胴トラフに画した斜面獅と桜蜘粗開花海械などの外縁隆

起帯，その陸側白石棺割臨海盆に区分で曹る ca本， 1975など).御前崎南方自御前崎梅闘も

外縁隆起帯の一部であるー.何トラフに接する斜面基部には変形した斜面地積物と付加体
が発達し.両者をあわせて.何神周群と呼ぴ，臨調トラフ底を覆う未変形の地層は富士川

神層群と呼ぶ(岡村ほか， 19991いずれも第四痛と措定される4民年代情報ほない.外縁
隆起帯からその陸側の前弧海盆に分布する地厨は.下位からIMij暴風群(後期中新+鮮新
世)，醤量産仲層帯(後期鮮斬ー中期更新世)，浜松神層帯及び焼路神眉群(中期更新位以降)

に区分した.
御前崎穂町や石花海甫地及び石花制措を構成する地層は，内陣反射面カ宮不明瞭なため，

正確な眉序対比は困難である由t本図幅では御前崎務脚に分布する内穆構造の不明臨な地
屑(岡村ほか (1999)の石花海屑群の一部を含む}を小台場層群として撮った.御前崎海
脚の睡側の水深4胎 1から採取されたグラブ帥H;l:，石灰質ナンノ化石帯CN9~後期中新却
を示す化石を含み(TSI国la， 1999)，さらに南側の斜面からはC間帯と CN9b帯繊細中
新世りのナンノ化石が報告されている{芦刷、 1995).一方，石花梅南堆及び石花樹E堆
に分布する石花潟層群{岡村ほか， 1999)は石灰賓ナンノ化石年代 (TI世田ka.1999)が

荒井ほか (2008)の糧費紳'群と一致する ζのため，本圃帽ではこれらの勉眉を渥美沖

屑群に含めた 温突紳層群は，明瞭な反射面が追跡できる緩やかに傾斜した堆積物からな
る.同層群は本閏帽の海域よ哩も酉方の海域で厚〈権積しており，特に遠州トラフ{桜井
・佳麗. 1983)で厚仁往復走時1秒以上に遣する.渥美神眉脅からは複散の賦料が採取
芭れており，主にCN14a:帯(前期一中期更新世)1:相当する化石を産出する (Tana孟a.
1999).小台場層群及び温美神層群は，海底地形と岡.'1:平行で明肱な反射面によって特徴付

けられる焼棒仲膚群及び浜松神層群1::不登合で植われる.焼樟神層群は右花海海盆底から
石花海北推の北東側斜面及び石花梅甫堆の甫西斜面J:分布する.浜松神層群は御前崎海脚
の酉方の遠州トラフを中心に分布する.これらの地層は CN14b-CN15帯{中期ー後期更
新世以障)に相当する化宥を含む (T，町田la，1999). 
静岡側斜面は伊豆半島側斜面とは対照的に，陸側J:複数回隆起帯と沈降帯が売遣し，断

層と楢幽も多~'.御前崎構聞は全体として幅広い隆起帯を形成する.中部電力 (2007) に

よると.中都電力浜岡発電所仲合の小台場周群には，陸上の比木向斜及び女神背斜の海域
延長が北北東南南西ないし南北に延びる 石花海豊中心とする隆起帯砥石花海南地同
~t稚から随上の有度丘陵に連総する3つの Fーム状構造からなる，そこでは更新鋭の焼湾沖
贋群も隆起・浸食されているととから.ζの構造は更新世以降に成長している.石棺海南

地及び北埴の隆起開始ほ中期更新世以降であると芭れ.北地目方が甫埴より遅れて隆起を
開始し，量近の随起速度が大きい可能性がある{岡村ほか， 1999). 

0菅井晃作・岡村行信)

5.活構造及ぴ地震断層

本国幅地域では，富土川河口付近.有度丘陵御前崎付近及び伊豆半島に活断層や活傾
動などの指構造が分布する，富士川の洞口付近には.ほぽ甫北方向の富士川河口断層帯が
存在する，同断層帯は酉倒隆起の逆断層であり，稲原，羽.などの丘陵の酉録をなす酉列

の階層と東録をなす東列の断屑からなる.西担jは芝川断層と文箇断周であり，東列E立北か
ら安局断層.大宮断層，入山瀬断層である(y副田園Id.1992 ;山崎ほか， 2003などk南
端の入山湖断層は喰河トラブのプレート境界逆断層の北方延長に位置する. 1854年安政
東梅地震の際に.富土川右岸田入山積断層の措定遭遇位置で地盤が隆起し，同地質山"が出
現したZとが知られている繍岡野.， 1977など}ため.その部分は推定地盤断層として示し

た.
有度丘陵M沖合の海脚状の高まりとともに，北北西+南南東方向の長輸をもっドーム状

構遣をなす.中位段丘1商とその構成厨は丘陵北献でほ北へ.商都では酉へ傾動する.丘陵
京都には， 3.10で述べたように完新世段丘が分布する.
御前崎台地は仲合四御前崎海脚1:続く北西一南東1::延びる高まりをなしており，中位段

丘2面は全体として南西に傾動するー御前崎台地には相良層群に発達する北北東方向の背斜

構造に沿って.中位段丘Z面在最大7m程度上下にずらす断層が存在する{桂島ほか， 1987). 
牧ノ原台地にも中位段丘1面を最大1白n程度上下にずらす断層が知られている(活断層研究
会.， 1991). とれらの断層について陪，プレ}ト境界地震や牧ノ原台地一械の広域隆起に
伴う副次的な断層と判断し，地質図1:は示していない.
伊豆半島には多歎田活断層が知られている{星野ほか.1978;活断層研究会緬.1991な

。主なものには，北伊豆{丹那)断層帯.達磨山断層群，石廊崎断固などがある.北伊

豆断層帯は1930年北伊豆鑑震 047.討を引き起とし.地表J:最大3m程度の左積ずれを示

す甫北ないし北東方向の地震断層と1m程度の右横ずれを示す北西ー甫東方向の地震断層が
出現した，また，石廊崎断層は1974年伊豆半島神地震 046.9)牽引曹起こし，同断層1:沿
って最大50口n程度の右横ずれを示す植民断層が約曲nにわたって現われた.

(杉山檀ー}

6.地下資源及び温泉・鉱泉
6.1 金属資源

本図幅地域には撚水位金飯銅鉱床.マンガン鉱床.クロム鉱床が存在する.伊豆半島に
は多数の洩熱水位金銀鉱床が分布しており.その大部分は16世記後半または19世記前半に
発見された(日本金山誌揖集委員会編， 1994) .代表的な鉱床として土肥憧金量19.3以
上}や槽越(産金量16.3t)が挙げられる.浅無水性金鉱床の多くは石英脈型であり，含金

石英脈は一般に走向N20・-60・Wで急傾斜である.須崎など一部の鉱床では慢性熱水によ

る母岩の珪化.鉱染状鉱体.網状石英脈が特徴的である.母岩隠主に祖母ヶ島層群及び白浜
層群の安山岩+デイサイトであり，プロピライト変質を被っている.一部の金鉱床では銅
(藁師沢.小松野なおやマシガン日睡台寺，商船なども採損された.浅熱水位a臨床の

氷長石や明嘗石が示すK-Al年代は3.3-1.2Maに集中する〈資源ヱヰルギー庁，1987;慣崎.
2000;安蕗.ll.2005).一方，山集県南巨摩郡から静岡市北部には甲永日;彰択などの貫

入岩関連型金鉱床が分布する.との種の金鉱床には武田信玄の時代から探揺されたものが

多い.合金石英脈は主に瓢戸川層群や花附岩質岩中に匪胎J."帽1m以下で金品位は様々で
ある.浅熱水位金鉱床に比べて産金量は少ないが，銀に対する金の比率が高い.マンガン
鉱床は小規模であるが多様性に富んでおり.伊豆半島には熱水位交re鉱床〈祖代L周状マ

ンガン鉱床(伊豆など)，鉱脈型鉱床網拡白浜}が存在する O由貿賓査所鏑， 1954).績
戸川帯申の大岳ではFレライト申に量産マンガン鉱床が蛭胎する(高畠ほか， 196臥クロム

鉱床は瀬戸川帯甫部の朝比奈や育羽標が代表的である.これらは正マグマ鉱床であり，塊
状のクロム鉄鉱を含有するかんらん岩及び蛇紋岩が鉱石として採掘された{静岡県商工部
恒， 1954占.

〈実松健理由

6.2 非金属資源
主な資源は珪石.明ばん石，粘土，硫黄，石灰石，砕石，砂利.石材である.伊豆半島

西部から中部にかけて磁性熱水変質を被った火山岩頚から.明ぼん石(字久匁仁科などL
珪石{宇久軍a粘 土 ト 条L硫黄 (池仰を採掘していた.石灰石は太井川層群女神眉
(女神石灰岩}から採掴されていた.碑石は静岡県東部四第三記ー第困紀目安山岩や県中
・西部田園万十帯中の砂岩.小笠層群の砂轟周などから探劃されている.砕石資源の不足

を補うた酌，静岡県中・西部において山砂利を.安倍川や大井川の扇状勉とその周辺にお
いて川砂利及び陸砂利をそれぞれ採取している繍蔵 200η 石材は静岡県東部において

緑色岩壷伊豆若草石として採掘している
〈実松健量自

6.3石油及び天然ガス
.柑湾西岸の女神背斜"t>御前崎付近の相良周都中の背斜にはガスを伴って石油が巨胎し，

明治初期から開発された.牧之原市女神南西方の女神宵斜西翼に位置する相良袖困は太平
洋側噌ーの袖固として明治末期に最盛期壷迎え.最高年産領は.400kl!l:遺した 昭和27年
度末までの健重油量は約'4，560kl!で，昭和30年代まで生産が続貯られた (清岡， 1982).昭
和63年度1:は，女神背斜田南方延長に当たる御前崎市田新野川下杭西岸で基礎誠.r相良』

(掴止標虚3.32伽由がI!則されている(jJP.， 1992) 
本国幅地械の紳積低地(狩野川流域.愛.山南宣1.静岡市の巴川流域，焼棒市の瀬戸川

涜域など}や蕗枝市及び島岡市の大井川同君事分布地域では可燃性天然ガスが産出した こ
れらの中で産業用のガスを供給するまでに開発されたのは.讃戸川何日付近の焼樟ガス固
と巴川左岸の清水ガス聞である.両ガス困とも最盛期は昭和20年代後半であり，最高平均

日産量は焼棒:j!ス闘で約3，100m'，消水ガス闘では約750m'であった〈竹内.1968;杉山
ほか， 1982)

{杉山雄一〕

6.4 温泉及び鉱泉
金原(l9!l2l1:村岡ほか倒E司及び静岡県温泉協会白旬以内rww由:xnne，t，I..... 由w曲目的

から捕ったデータに基づき， 25-42・C.42-60・C及び60・C以上の源泉町存在が報告され
ている温泉地とそれ以外の温泉(鉱泉〉婚を示した 温泉分布の峰子は伊豆半島とそれ以

外の地域とでは非常に異なっている 降岡県温泉協会による平成19年の温泉実態調査によ

れr:，源泉歎ほ前者が2，365であるのに対し，後者阻15分の1の163，総湧出・揚祖母量に平
均水温を乗じた割出様量は.前者が約邑2X10・k沼!1m血であるのに対し，後者は20分の1
の約3.1X 1 ()> kcaJ/Ir由主に温ぎない.
伊豆半島には，束郡【前樟町)の谷樟及び峰，甫g 【甫伊豆町)目下賀茂及び加納，中

央部{伊豆市}の船底の5ヶ所の温泉地1:90・C以上の温泉の存在記録がある.また.60・c
以上の高々温泉は.東部(下田市の蓮台寺温泉など)，西部(松崎町k中央官事 (伊豆市の泌
が島.修善寺，士胞温泉なと伊豆の園市の伊豆長岡温泉なのに分布している.県質阻.
東部と甫担Eで}立Na-Cl泉(食塩泉}あるいはNa'Ca-Cl泉(含塩化土類食塩泉}が主体であ
る.一方.西部及ぴ中央部で肱N.. -ro.泉(苦硝泉)， Ca-5O<泉(石膏泉〉が主体であり.
一郎塩化物塩長の膨轡が見られる(金原，1992).第4固に示す温泉水の化学組成陀基づく

キーダイアグラム(データは村岡ほか (2007)による〕から，上述の泉賓の他にNa-
HCOa泉~曹泉}が泉貨の形成1::膨'を与えている様子が見て取れる. 伊豆半島の塩化物
塩泉については水谷・浜砂 (1972)の研究があり，下賀茂温呆の起源限海水であるが，熱
水化の過種での母告との相互作用によ~，温泉水の化学・同位体組成が決められていると
結論されている.
伊豆半島以外の地績でl;l:， 42・C以上の温良が東部の御殿場市，福野市及び沼棒市{いず

れも1，OOOm以上の掴削井).酉留の焼棒市〈ガス困開発中に書出).111&町及び川榎本町の6
ケ所に存在する(静岡県温泉協会).泉質鼠塩化物塩泉銭醜水素塩泉硫黄泉が主体であ
る(金原， 19921 

{高欄正明・尾山洋一)

7.重力異常

重カデータの編集面積は約8，95也 n'，画面集聞いた.カデータの鎗数は11，669点{陸域
: 8，316点，海域:3，353点)である.陣績の編集には.日本重力CD-ROM(地質調査所，
2000)による地質閥査所と新エネルギー・産業技術総合開発悔檎のデータ.名宵庫大学及
'CJ京都大学の潤定資料 (G田vityResearch. G回咽 h お叫抑留tJI町田l， 2001)及び困土
地理院の閲覧資料を用いた.海域については地質調査所白慣丸田船上重力データ(航漏名

: GH91)を用い.地形補正壷施してプーグー異常としたー本地域にほ固万十帯構成層な
どの基盤岩署置が分布し.大河川の洞口;績には神種平野が発遣するため.表周密度は変化1:
官み，プーゲー異常の仮定樹度(補正樹陣Dにl;l:，平均的な2.3g/cm'if採用した

フィリピン海プレートの北摘郁に当たる伊豆半島域は70-90ミリガJVに遣する商量カ域
で.高密度の火山宕顛が地殻浅慨に分布し基盤を形成していると考えられる.富士川沿い
には幅10kmほどの負目プーゲー異常域が見られ，糸魚川一静岡構造線町東側に想定される
陥漫構造ないし枕降盆を表している.回万十帯に当たる園幅地域西部は0-40ミリガ}yの
正のプーゲー異常械となっており，極ね地形との相聞を示している.

地衰の地質との対応がよ〈判るように，上方接続残差重力闘を第5固に示す.深部構造に
よる長波長成分の重力異常は1kmの上方按鱒値によ0除去したため.地表付涯の構造が抽
出されている.負の恒域1:は陰を付けて表示した.伊豆半島除表贋の密度構造が都銀であ
るととが判る.箱根火山，盤底火山，達磨火山，宮土火山などの火山は正の領域を示して

いる.焼樟北方の商草山周辺と甫北に延ぴる竜爪山周辺に4ミリガルに遥する正の領績があ
り.中新世の火山岩・貫入岩婚の分布と重合している 陵河湾については，伊豆半島佃は
正傾域であるが，.何トラフ華経て西側は鎗じて負の領域となっており，密度が小さ〈な

っている，静岡の南東10回湿のところと副摘北堆及び甫堆付涯には正の領域市雪あり，御
前崎海脚部とともに高密度岩体が浅くなっているととを示している.

〈駒輝正却
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赤石山地四万十帯のユニット区分と模式厨序.第1図

富士川谷新第三系の主な地層と層序的位置.
ζの悶帽では. 2009年に国際地質科学連合 au白}が新たに定義した

第回紀の下限(2.588Ma)ではな<.従来の下限 (1.806Ma)を使用しました.
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第3図本図幅鍋査により新たに得られた火山岩・
援灰岩類の放射年代測定絡巣
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